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１ はじめに 

  本校に本年度より赴任し、１年次生の担任をして

いる。本校は中予唯一の総合学科を設置する高校と

して、一人一人の個性を尊重した学校づくりを目指

している。本年度の重点努力目標は、「Ｉの力を伸

ばし、Ｗｅの世界を広げよう －「人」を想い、自

分を磨く－ 」である。「人」には、他者だけでな

く、自分自身も含まれている。自分自身を大切に想

う生徒を育てていくことが、本校教職員の願いであ

る。年度当初に行った総合質問紙調査「アイ－チェ

ック」（東京書籍）の１年次生の結果によると、自

己肯定感に関する質問項目の中で、自分の性格や今

までの経験に関する質問項目でポイントが高かった

一方、授業での感動体験や、学校生活の中での他者

からの評価に関する質問項目のポイントの低さが目

立った。中学までの基礎的な学習の中でつまずきが

あったり、集団の中で自分の良さを発揮できない状

況が続いたりした生徒も多く、失敗体験の積み重ね

から自己肯定感が低くなってしまっているように推

測できる。このような状況に対し、日々の数学の学

習活動を通して、生徒の自己肯定感を高めることが

できるのではないかと考え、この主題を設定した。 

 

２ 研究の目標 

授業の改善、課題の改善、確認テストの実施、評

価の改善など、習熟度別講座編成や少人数講座編成

を生かした指導を行うことで、数学の学習活動を通

して、生徒の自己肯定感を高めることを目指す。 

 

３ 研究方法および内容 

(1) 授業に並行した課題の提示と確認をする。 

授業で学習した内容を、教科書傍用教材を利用

して課題を出し、次の授業の開始時に必ず確認す

る。確認の際は、努力を承認するとともに、でき

ていない部分がある生徒にも、意識して肯定的な

評価（例：半分くらいできているね）を与えるよ

うにする。 

 (2) 授業で全員を指名する。 

各授業で、生徒全員を最低１回は指名できるよ

うに、発問を工夫する。例えば、たすきがけを利

用して因数分解をする授業では、①どういう方針

で因数分解をするか見通しを立てる（たすきがけ

を利用すると答えさせる）、②たすきがけの形を

つくる、③与式の係数から下の数字を入れる、④

積の値から左の数字を入れる、⑤積の値から真ん

中の数字を入れる、⑥たすきに従って右の数字を

入れる、⑦右上の数字の和が右下の数字と一致す

るか確認する、⑧たすきがけの結果から因数分解

した形を答えるという流れで、８人の生徒の発表

で解答を導く。スモールステップにすることで、

生徒全員で課題を解決していく。また、答えにつ

まる生徒がいた場合は、ヒントを提示するなど配

慮し、「わかりません」で終わらせないようにす

る。自分の考えを言葉にするのが苦手な生徒に対

しては、生徒の考えを繰り返したり、明確化した

り、さらに質問をしたりするなどの対応をする。

生徒の発言の裏にある生徒の思考を想像し、代弁

することで、全体が考えを深めていけるような、

生徒一人ひとりが際立つ授業となるようにする。

苦手な発表をしてくれた生徒には、授業後に「頑

張って意見を発表してくれて有難う」などの言葉

を直接かけて労う。 

(3) 話合いの時間を設定する。 

   授業内容の核心となる発問や、思考力が問われ

る発問においては、話合いの時間を設定し、意見

交換の中で考えを深めさせる。自分の良さやクラ

スメートの良さに気付かせる学習活動とするとと

もに、クラスメートとの会話により、自己内対話

を深化させる。また、数学が得意な生徒にとって

は、頼られているという責任感にもつなげる。 

(4) 訂正ノートに肯定的な振り返りをさせる。 

   訂正ノートの反省欄に、ＧＯＯＤ（良かったと

ころ）、ＢＡＤ（改善すべきところ）、ＮＥＸＴ

（具体的にどう改善したいか、次の目標）に分け

て振り返りを書かせる。特に、ＧＯＯＤとＮＥＸ

Ｔを大切にし、肯定的な振り返りをさせ、将来に

向けて自分をよりよく生かしていく方法を考えさ

せる。次回のテストでは、前回のＮＥＸＴの記述

に対する自己評価をＧＯＯＤ、ＢＡＤ、ＮＥＸＴ

でまとめるようにさせることで、生徒がＰＤＣＡ

サイクルを回すことができるようにさせる。書き

出すことで考えを整理させ、自分を客観視できる



ようにさせる。また、生徒が記述していることに

対しては、努力した過程を承認するとともに、各

自が設定した目標に対して肯定的な応援の言葉を

記述する。 

 (5) 確認テストを実施する。 

   学習内容の定着を図るため、確認テストを行う。

回収したテストは、思考の過程を大切にし、途中

まで合っている場合は「ここまでＯＫ」の記述を

し、返却したものに再度挑戦させる。全問正解に

なるまで繰り返して提出させ、一人でできたとい

う達成感を感じさせる。一人で試行錯誤して成功

する経験をさせ、前向きな気持ちで努力を継続で

きるようにさせる。 

(6) その他 

前任校で中学生の指導をした経験を生かして、

授業の目標（例：たすきがけを利用して因数分解

をすることができる）を授業の最初に板書して提

示する。また、授業の最後に振り返りを行うこと

で、毎回の授業で何ができるようになったかを各

自が確認できるようにする。 

   得意分野を持っている生徒（例：そろばんを習

っていて暗算が得意な生徒）を、その内容の専門

家に指定し、授業の中で生かす。逆に、苦手分野

を克服した生徒（例：授業の発問でつまずいてし

まったがその後できるようになった生徒）がいた

ときも、専門家に指定し、できるようになった成

果をみんなから認められるようにする。 

 

４ 研究の成果と課題 

(1) 基礎学力診断テストの結果を分析する。 

本校では、基礎学力診断テスト（ベネッセ）を

各学期初めに行っている。自己肯定感に関わるア

ンケート項目について、１年次生の１学期と２学

期の結果を比較した。「あてはまる」、「わりと

あてはまる」、「どちらともいえない」、「あま

りあてはまらない」、「あてはまらない」の５項

目の回答のうち、「あてはまる」または「わりと

あてはまる」を選択した生徒（括弧内はそのうち

「あてはまる」を選択した生徒）の全体に占める

割合の推移を以下に示す。 

  ア 自分の考えを人からけなされそうな気がする 

   31.0（ 5.5）％ → 16.7（ 1.9）％ 

  イ 本当の自分でないような感じがする 

   29.1（ 9.1）％ → 14.8（ 3.7）％ 

  ウ 何でも自分から進んでやろうとする 

   34.6（ 7.3）％ → 38.9（ 9.3）％ 

  エ 自信がないのであきらめてしまうことが多い 

   47.3（18.2）％ → 42.6（ 5.6）％ 

  オ 自分がみじめだと感じることが多い 

   40.0（10.9）％ → 31.5（ 5.6）％ 

  これらの結果から、入学時と比較して、生徒の自

己肯定感が高まりつつあることが伺える。これら

の結果は、数学の学習活動で得られた成果とは断

定できない。本校の教育活動全体においてもたら

されたものである。しかし、実際に良好な結果が

出ていることは肯定的に捉えたい。 

 (2) 生徒の授業評価アンケートの結果を分析する。 

２学期末考査後生徒に授業評価アンケートを行

い、指導に対する評価を分析した。取組がよかっ

たかどうか問い、「そう思う」、「だいたいそう

思う」、「あまり思わない」、「思わない」の４

項目の回答のうち、「そう思う」または「だいた

いそう思う」を選択した生徒（括弧内はそのうち

「そう思う」を選択した生徒）の全体に占める割

合を以下に示す。 

  ア 授業に並行した課題の提示と確認をする。 

 97.4（76.9）％ 

  イ 授業で全員を指名する。 

   94.9（61.5）％ 

  ウ 話合いの時間を設定する。 

   92.3（79.5）％ 

  エ 訂正ノートに肯定的な振り返りをさせる。 

   94.7（68.4）％ 

  オ 確認テストを実施する。 

   94.9（69.2）％ 

  これらの結果から、各取組に対する一定の評価は

得られたと考える。しかし、「理解が追い付いて

ないとき当てられるとつらい」「当たることがプ

レッシャーになっている」「コミュニケーション

が苦手なので話合いの時間がつらい」「わからな

いから自分の力だけで確認テストを解くことはで

きない」といった、逆に生徒の自己肯定感を下げ

てしまっていることが分かる記述もあった。さら

に、「１問に時間をかけすぎだと思う」「理解不

足の人が当たると授業が止まってしまう」「演習

する時間もとってほしい」という意見もあった。

生徒の性格や学習内容への理解度によっては、行

ってきた取組が逆効果になってしまっている場合

があることや、習熟度の高い生徒にとっては、授

業進度が遅かったり、演習の時間が不足してしま

ったりすることが課題であると言える。 

 これらの課題を意識しつつ、今後も少人数講座

編成を生かし、生徒一人一人に寄り添い、生徒の

自己肯定感を高める指導法を研究していきたい。 


